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・研究の要約
グローパル化の進展著しい変動の21世紀にあっては、変動の社会を主体的に「生きるカJ: 
iをはぐくむことが強制され、思考力・判断力・表現力の育成に重点が置かれ、算数的活動を j
iコアにした教授学習パラダイムの転換が求められてきた。しかしながら、数学的思考力・表 i
i現力の育成には、既習の知識・技能を活用して自分の考えを構成し、根拠をもって筋道をた 1
1てて説明できないなどの課題が依然として存在する。そこで、本研究では、主体的、協働的 i
jな学びを推進するアクティブラーニング型の算数指導を探究し、批判的思考力・論理的思考!
!カをはぐくむ新しい算数指導の在り方を検討する。 i 
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1 問題の所在
グローパル化等、変動の社会を生きる力を育成
するため、事数鞍育で、どのようなカをはぐくむこ
とに重点を置けばよいのだろうか。Rogers(1967) 
は、「変動の少ない剛、には知織・技能に特化した
指導が問題視されるようなことはなかった。しか
し、変動の時代にあっては、いつまでも使える静
的な知識など無いことを意識する必要がある。人
類が生き続けるとしたら、いつまでも使える静的
な知識など無いことを意識して、新しい知識を創
り続けることが重要」と示唆している。変動の時
代を生きる力を育成するための教授学習パラダイ
ムの転換を示唆している。日本の算数教育は、
Rogersの示唆する方向性に概ねすすめられてき
ている。実際、「生活単元学習J(昭和 26年)から
脱却を図り、昭和 33年の学習指導要領には算数
科で育成すべき数判句恩考力として、初めて「数
勃句な考え方Jを育除することが提言された。片
桐重男等の多くの算数教育研究者が「数学的な考
え方jについて研究し、授業研究においても、Polya
(1951)の問題解決の理論等を基礎にして、「数学
的な考え方Jを伸ばす実践研究が永年にわたって
探究されてきた。
「数判ぬ考え方Jを伸ばす算数指導の在り方
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に大きな衝撃を与えたのがPISA調査である。PISA
調査では、グローバル化、知徹基盤担金化への主
嗣句な対応能力として、「読解カJr数学的リテラ
シ--Jr科学リテラシーJの3つのリチラシーがキ
ーコンピテンシーであるとして示された。これら
のリテラシーは、グローパル化など変動の時代に
対応する新しい「能力Jを表す言葉としては
r generic skillsJ r key cωJPetenciesJなど、
海外で用いられている能力概念である。日本にも
当てはまるナショナルスタンダードとしての能力
かどうかは検討要するところである。この時の
PISA調査では、日本の子どもは知識・技能を活用
する思考力・判断力・表現力に課題がある (2∞3)
と指摘し、学習指導要領の改訂 (2∞8)に大きな
影響を与えた。実際、学習指導要領の改訂ではこ
の指摘を鑑み、算数・数学の改訂の基本方針では、
従前の数学的な考え方を捉えなおし、数判句な思
考力・判断力・表現カをコアにした新しい数判句
な考え方が算数教育の方向性として示された。長
崎栄三等は、従前の「数特句な考え方Jについて、
PISA型キーコンピテンシーに対応する新しい数
学的な思考力・判断力 ・表現力として、次の4つ
のカテゴリーを提唱している。
-算数・数学を生み出す力
.算数・数学を使う力
.算数・数学で表すカ
.算数・数学で考え合う力
一回一
中央教育審議会(諮問、 2014)には、「課題の解
決に向けて主体的・協働的に学ぶ授業を通じて、
これからの時代に求められる力を子供たちに確実
に身に付けさせることができる指導力が必要」と
諮問し、グローパノレ化など変動の時代を生きるた
めには、主榊句、協働的な学びを求めている。知
識・技能の習得だけでなく、数学的な思考カはも
ちろん、他者、社会とかかわって学ぶアクティプ
ラーニングを通して、コミュニケーション力、協
働する力を求めている。
算数教育では、算数的活動を通して主嗣句に学
んでいるので、今更アクティプラーニングが喫緊
の課題と成りえないという人もいる。主体的とい
う言葉尻を捉えいっているのかもしれないが、表
層的であると思われる。中央教育審議会答申(2012)
がいう質的転換答申は、単に大学教育の課題では
なく、義務教育改革・改善の喫緊の課題でもある。
ただし、変動の時代にあって、教育界全体に新
しい「能力Jや「学び」が教科償断的にめまぐる
しく氾濫している現状にある。変動の時代に主体
的に対応する力をはぐくむため、算数の教授学習
パラダイムを適切に捉え、どのように新しい算数
教育を推進すべきか、質の高いアクティプラーニ
ングを含めて検討することが喫緊の課題になって
いる。
2 数学的な思考力をはぐくむアクティプラー
ニング
(1) 21世紀型学力の提唱する思考力
グローパルイヒ等の変動の激しい佐会を生きるた
めに必要な能力として、次期学習指導要領を見据
えて21世型学力が提案された(国立教育政策セ
ンター 、 2012)021世紀型学力では、知識・技能
を基礎力にして、これを活用する思考力をコアに
し、未来志向で自律的に学習する実践カが強調さ
れている。特に、これらの3つのカのうちのコア
にする思考力については、「深く考える力」として、
論理的思考力(筋道を立てて考える力)に加えて、
批判的思考力・創造的思考力を重視する方向性が
示されている。
〈深く考える>
一人一人が自分の考えを持って他者と対話し，
考えを比較吟味して統合し，よりよい答えや知
識を創り出すカ，さらに次の間いを見つけ，学
て均売けるカ
この lntendedカリキュラムに従って分析的に
考えると、「思考力Jとし、つでも、従前の帰納的・
演縛的思考などの論理的に考えるカを強調してい
るだけではない。数量や図形に関する課題につい
て、既習の知識・技能を活用して数学的に考えて
力を自分の考えを見出すことにとどまらない。見
出した自分の考えを振り返って省察活動を行い、
組織的、協働的に批判的に思考し、よりよい知識
や考えを創りだす1創造的思考が強調されている。
数学的な思考をするだけでなく、協働的に数学的
コミュニケーションし、新しい数学的な知識や考
えを発展的に構成し、学t賭売ける力の育成の大切
さを示唆している。
(2)アクティブラーニング
アクティブラーニング(active learning)は、
その定義付けを行ったBonwell~Eison (1991)ら
によって、知識伝達型講義を聴くとし、う受動型の
大学教育の改革・改善の方策の切り札として叫ば
れるようになってきた。これに対して、講義も聴
くのも受動的ではなく、能動的な学習であるとい
う人もいる (Biggs & Tang、2011)。溝上(2014)
は、知的伝達型の講義を聴くだけでは、どこが能
動的な学習か不明であると示唆する。そして、受
動的学習を教授学習のパラダイムの転換の要因を
示している。つまり、能動的な学習かどうかは、
「書く、話す、発表する活動への関与J rそこで
生じる認知プロセスの外化Jの2要素を能動的な
学習とみなすスタンダードとして提言している。
アクティブラーニングは、中央教育審議会答申
(2012)に明示されて以来、これを機に本格的に
大学教育の改善の喫緊の課題としてクローズアッ
プされるようになってきた。
一方向的な講義形式の教育とは異なり、
学生の能動的な学修への参加を取り入れた
教授・学習法の総私学生が能動的に学修
することによって、認知的、倫理的、社会
的能力、教養、知識、経験を含めた汎用的
能力の育成を図る。
発見学習、問題解決学習、体験学習、調
査学習等が含まれるが、教室内でのグルー
プ・ディスカツ、ンョン、ディベート、グル
ープ・ワーク等も有効な「アクティプ・ラ
ーニング」の方法である。
出典: r新たな未来を築くための大学教育の質自明司喚に向
けて~生涯学て珊け、主嗣甘に考えるカを育成する大学
へ-(答申)J平成24年8月初日、中央教育審議会
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「一方的な知識伝達型講義を聴く」という伝統
的な受動型学修を改め、「アクティプラーニング」
による真の「能動的学習Jを求めている。講義を
聴くことは、必ずしも受動的な学修とは言い切れ
ない。それは、講義の中で学生は重要な専門的な
情報提供と認知した場合、配付資料にメモ書きし
たり、ノートに絶えず記帳したりしながら講義を
聴いているので、講義を聴くことはアクティプラ
ーエングになっていないとはいい切れない。それ
でも、講義中心の大学の授業は、一般に、知識伝
達型の授業になりやすいことは事実である。そこ
で、知織伝達型中心の大学教育を改革・改善し、
主体的に発表する活動、協働句なワークショップ・
討論を取り込むことを求めている。専門的な知識
を学ぼうとする学生の興味・関心・意欲を喚起し、
学生の学修態度を能動的にし、人間力や社会人基
礎カの脆溺な学生の主嗣句、協働的なコミュエケ
ーション力、他者と協働するカをはぐくむことを
重視する方向性が示されている。
では、算数教育の現状を振り返って分析したと
き、活き活きと主体的に取り組む算数の学習が果
たして展開されているのであろうか。学力向上の
スローガンの下で、数量や図形の知識技能の確実
な定着に向けて、知識・技能の習得に目を奪われ、
知識・技能の習得に追い立てられているようでは、
子どもの主体のアクティプラーニングに基づく算
数の授業になっていない現状にある。エピデンス
としては、 B問題の通過率の低さは、数学的に考
えることや分析することを苦手とする子ども、算
数嫌いの子どもが依然と多いという事実(2015、全
国学力調査)がある。
( 3)算数の授業改善とアクティプラーニング
アクティプラーエングは、一方的な知的講義型
の大学教育の改革・改善策であって、算数教育に
は必要ないという人もいる。 一方的な知的講義型
の大学の授業と違って、算数科の授業は算獅句活
動を中心に展開されるので、児童の主体的な数量
や図形についての主嗣句に学習がすすめられてお
り、大学教育と授業の現状が異なり、算数教育で
は、アクティプラーエング関係ないという人が少
なくない。しかも、ベア学習、グループ学習によ
るワークショップも取り込み、アクティプラーニ
ングになっているという人がいる。
しかしながら、アクティプラーニングは、表層
的な rDoMathJや表層的なワークショップな
ど外的な活動によって、その価値を判定できるよ
うな学習概念ではない。子どもが、主体的・協動
的に学ぶ、受動的ではなく、本当に能動的に学ぶ
学習概念は、義務教育、中等教育、高等教育を通
じて、一貫してアクティプラーニング考える必要
がある。したがって、算数教育とアクティプラー
ニングを無縁と考えるのは、子どもの真の学びを
探究する態度が希薄であり、意識改革・改善が必
要といえる。
それでは、算数教育とアクティプ予ーニングの
必要性・関係性に述べたい。
80'冊11 dt Suther1and (1鈎6)は、 fアクティ
プラーニングの連続体」を述べている。そこでは、
f簡単な課題から複雑な課題へJを提案している。
この提案は、アクティプラーニングは、課題解決
したらそれで終わりではなく、課題を次々に発見
し、それを探究し続ける授業であることを示唆し
ている。例えば、第6学年の分数のかけ算ができ
るようになろうという課題に事例にして論述して
みたし、一般に、分数のかけ算の指導内容には、
-分数のかけ算の意味理解枚目識の習得)
・分数のかけ算の仕方を考え、説明する力の
育成(数学的思考力・表現力)
・手際よく正しく、速く分数のかけ算の計算
ができること(計算技能の習熟)
の3つを指導事項のカテゴリーがある。この内、
目を奪われやすい f分数のかけ算の技能の習熟を
図るJとし、う課題は、 3つの課題の中でも比較的
簡単な課題に該当する。その理由は、表層的な指
導方法では、分母同士、分母同士かければよいと
いうマニュアノレを知らせ、そのマニュアノレ通りに
子どもに計算を実行させることにより、容易に実
現できる課題といえるからである。 kころが、 f分
数のかけ算の意味を理解する」学習となると、な
かなか困難な課題である。子ども自らが具榊句な
数量に主嗣句にかかわり、数量の関係を既習の整
数や小数のかけ算と同じように考え、かけ算の演
算を決定して学ぶことが困難な複雑な課題である。
塀の板をlLのペンキでは2/3m2塗れ
るそう?す。
このペンキ4/5Lでは、何m2の壁の板
を塗ることができますか。
上記の具僻句な問題を読んで、数量が既習の整
数や小数のかけ算の場合と閉じように考えて、
式 2/3X4/5
と、分数のかけ算の式に表すことは子どもにとっ
て簡単ではない。 Po1ya(1951)は『計画を立てるJ
の中で、「既に学習していることで活用できるもの
一部一
は何かを考えることJr簡単な場合に置き換えるこ
と」が有効なストラテジーだと示唆する。このス
トラテジーに従って、既に分数×整数の場合は学
習済みなので、既習の知識・技能を活用して式表
示できるように4/5Lを4Lに置き換えて、問題
の構造を簡単化すれば、整数の場合から類推的・
帰納的に演算決定することができると考えられる。
ところが、既習事項との関連づけた思考、簡単な
場合に置き換える思考は、子どもは苦手である。
さらに難しいのは、なぜ、かける数が分数の場合
になってもかけ算の式に表せるのか、そのわけを
他者に説明し、伝え合う活動である。分数のかけ
算の意味の深層的理解が難しいのである。分数の
かけ算の式に表すことは表層的理解であり、その
理由を説明し、伝えあうことは深層的理解である
と位置づけすることができる。分数のかけ算にな
るわけを説明し、伝えあう活動は、分数のかけ算
の意味理解の学習の本質的な質が問われる。
溝上 (2014)は、能動的なアクティプラーニン
グになっているかどうかは、単に発表する、話し
合うことでは「受動的学習」の域を出ていないと
指摘し、「そのプロセスを経て認知形成の外化」が
生成されることが重要であると提言する。
しなければ説明できないので、倍概念の理論知が
必要である。ペンキ4LはlLの4つ分だから、塗
れる面積は2/3m2の4つ分だから2/3X4
と「基準量の いくつ分」を根拠にすればレトリ
ックのある説明となる。しかしながら、ペンキの
量が4/5Lの場合では、「基準量のいくつ分J
の考えは通用しない。「基準量のいくつ分」のと
いう考えは、「いくつ分Jは整数で表現できるので、
整数の場合には通用する。けれども、かける数が
分数になると、「いくつ分」を整数で表すことはで
きない。分数のかけ算の意味を説明するには、「基
準量のいくつ分」から「基準量の何倍」に思
考・表現する数判。アイデアを方向転換する必要
がある。すなわち、子どもは苦手な単項演算に基
づいて、「基準量何倍Jと考えて、帰納的・演樺
的に考えて、説明する必要がある。
具体的には、 lLと4/5Lのペンキの数量関係
から4/5Lは、 lLの4/5倍という倍関係を見
いだし、もう一方の1むくンキで塗れる面積と4
/5Lでぬれる面積の数量の依存関係に着目し、
依存関係、にある2つの数量の比例関係で演算決定
できることを、下記のような図を使って説明する
必要がある
一方的な知的伝達型鱒義を聴くという(受動 f 一一一一(
的)学習を乗り越える意味での、あらゆる能動的 I lL 
な学習のこと。能動的な学習には、書く・脅す・ I 2/3m2 I 
発表するなどの活動への関与と、そこに生じる l ) 
認知プロセスの外化を伴う。 4/5倍
溝上のアクティプラーニング(active 式 2/3X4/5 
learning)の定義(2014)
溝上は、「認知形成の外化Jを重要視し、アクテ
イプラーニングの授業の正否の鍵があるとみてい
る。したがって、自分の考えを書く、自分の考え
を話すなどの単なる表層的なベア学習やグループ
学習は、溝上の言うアクティプラーニングにはな
らない。自分の考えを集団の中で協議しても、か
け算の計算の意味を互いに理解し、かけ算の意味
について客観的、一側怜合意形成が見出される
「外化Jの必要性をあげているのである。かけ算
の意味指導といっても、演算には、普通、「単項演
算Jr二項演算Jがある。飾学年の分数のかけ算
の意味理解の指導上の困簸さは、学習経験の深い
「基準量の いくつ分jという既知の理論値が通
用しないところである。子どもにとって大きな学
習障害となり得る場面である。つまり、分数のか
け算の立式の根拠は、単項演算(倍概念)を根拠に
このように、かけ算が用いられる場面を分数に
拡張する場合、かけ算の意味をどのように主体的、
協働的に子どもに合意形成を生肱すればよいか、
深く考えて探究すべき課題が存在する。すなわち、
どんな計算になるのかなと疑問を生成し、まず、
分数のかけ算の式に表したら終わりではない。次
は、なぜ、かけ算の式に表せるのか、その理由を
探究していくのがアクティプラーニングである。
分数のかけ算には、さらに、分数同士のかけ算
の仕方についても深く考えるべき課題が存在する。
計算技能のマニュアルとしては、下記の通りであ
る。
2 . 4 2X4 -~一一-3 5 3X5 
しかしながら、計算指導では、首相句な計算処理
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能力(技能)と分数の計算の仕方を思考・表現する
こと(数学的思考力・表現力)の2つの学力の相があ
る、 2つの学力の相は、下記の2次元マトリックス
表に示すとおり、分析的に捉える必要がある。
~ 計算の仕方(数学的思湾・表現j思考し、自分の考 思考し、自分の考えを説明できる えを税明できない
昔十 で
算 き
A 
処 る
B 
理
(技 で
能) き
な C D 
し、
上記の表のBというアスペクト(相)をもっ子ど
もは、手際よく分数の計算ができたとしても、な
ぜ、分母同士、分子同士かければよいのか、その
計算原理を自分自身はもちろん、他者にも根拠も
って、筋道を立てて説明することができない。子
どもの学力を観点別に捉える指導観・評価観が甘
いと、分数の計算ができるという表層的な面だけ
を捉えて、部数学的思考力・表現力と計算技能を
区別することもなIt，-したがって、数学的思考力・
表現カをはぐくむ算数教育では、計算処理能力と
計算の仕方を見付けて、説明し、伝え合う数学的
な思海カ・表現カとを区別し、分数の計算の仕方
についての主体的、協動的に合意形成を生成し、
数判句な思考を深化・発展させないと溝上(2014)
の提言する能動的なアクティプラーニングになら
ない。
以上のことから、算数科の授業において、アク
ティプラーニングは無縁だという人がいるが、そ
うではない。算数科の学習指導においては、初め
て数量や図形の概念や原理について学習すること
が多い。算獅句な活動は、子どもの主体的な活動
(小学校学習指導要領解説算数編、 2∞8) であ
ると示されている。しかしながら、算数的活動が
真に主榊句な活動になっているかどうかは、批判
的に思考し、省察する必要がある。溝上位014)
の提言する能動的なアクティプラーエングに値す
る主伽句、能動的な算数の授業、とりわけ、算数
教育の核をなす算数的活動がアクティプラーニン
グに値する活動になっているかどうを検酎を要す
る。
3 アクティブラーニングと算数的活動
(1) 算数的活動がアクティブラ『ニングにな
るための要素
パーとタグ伽π&Tagg、印刷は、「教えら
れる」から「学ぶ」へ (fr咽 teaching to 
learni珂)Jを提言している。アクティブラー
ニングとは、まさに、「教員から教わるjから
「自ら学ぶ」への質的な学習パラダイムの転換
を提言している。これは、大学教育における学
生の一方的な知的伝達型講義を聴〈という(受
動的)な教授パラダイムの転換にとどまらない。
教え込みがちになりやすい小学校段階の算数
教育における授業についても、質的転換を促す
重要な示唆を与えている。中央教育審議会答申
(1997)において、 21世紀を貫く学力と「生きる
力jが提言され、「生きるカ」の中で主嗣怜
学習にすることが示唆されている。
自分で課題を見付け、自ら学び、自ら考え、
主僻句に判断し、行動し、よりよく問題解決
する脂質能力
中央教育審議会答申、「生きるカJの定義(1997)
算数的活動は、平成元年の学習指導要領、算数
科編に算数科指導法、特に、数学離れ(PISA調査、
2側)が危倶され、ゆとり教育への方向転換へのか
じを切ったばかりの中にあって、学力低下を防ぐ
切り札として算数教育史上始めて登場した概念で
ある。数量や図形に関する作業的・体験的な活動
を取り込み、算数の楽しさを味わうことを通して、
「数学離れ」の歯止めをかける方略として期待さ
れている子ども主体の活動である。算数的活動に
ついては、「子どもの主体的な活動であるJ(小学
校学習指導要領解説、算数科編、 2∞8)と明示され
ている。しかも、今時の学習指導要領の改訂では、
算数科の総括目標として、官頭に取り上げられ、
算数科の目標、指導内容、指導方法の3つの機能を
担うものになっている。こうして、算数教育の中
核的として位置づけられた算獅情動には、主と
して次の3つの活動がある。
①プロックなどの具体物を使ったり、図に
かいたりするなどして、作業、体験、操
作加nipulation)を通して数学的に考
える活動
②既習の知識・技能を活用して数学的に考
える活動
③自分の考えを、根拠を基に筋道を立てて
説明し、伝え合う活動
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教え込み型の算数の授業は、 q涯XIDと性格が遭
った授業である。数量や図形の概念や原理が教師
によって子どもに一方的に知識伝達が行われるの
で受動的な学習であり、アクティプラーニングで
もなければ、算数的活動でもない。計算練習も同
様にアクティプラーニングでなければ、算数的活
動でもない。
パーとタグ(Baπ&Tagg、1995)は、アクティ
プラーニングの学習パラダイムを特徴付ける要素
として、「子ども中心の学習Jr新しい学びを生み
出すことJr数量や図形の知識、数学的なアイデア
は子どもによって構成され、創造され、身に付く
ことJであると指摘している。パーとタグの指摘
する3つの要素をandとして捉えるか、 orで捉える
かで性格が異なる。 orで捉えるべきである。それ
は、算蜘句活動が、単に子どもが数量や図形に主
体的に関わるだけでは、「新しい学びを生み出すこ
とJr数量や図形の知識、数学的なアイデアは子ど
もによって構成され、創造され、身に付くことJ
が必ずしも生成しなし、からである。これでは、算
数的活動を経験しても、数量や図形の概念や原理
に内面化されないままに終わりかねなし、。アクテ
イプラーニングに値する算数的活動の要素として
は、次のものをあげることができる。
・数量や図形に関する操作的活動ぞ観察などを
通して疑問を生成し、子ども自らが主体的に
探究しようと課題を発見すること。
・操作的活動や算数的活動などの経験を通して
課題を探究する中で新たな数学的な気づきゃ
発見すること。
-経験を通して新たに発見した数学的な気づき
を言語化、記号化して算蜘句な活動の内面化
をはかること。
-算数的活動の内面化をはかるプロセスにおい
ては、自分の考えを説明し、他者と話し合っ
て新しい算数の知識として合意形成すること。
・構成し、倉IJりあげた算数の知識を既習のもの
と関連付け、積極的に拡張・統合すること
(2)アクティプラーニングと算数的活動の関係
Ambrose (2010)は、学習パラダイムに重要なの
は、プロセスであり、そのプロセスの中での子ど
もの変容が重要であり、教師が指導すべきことは
子どもの変容に関わることであると示唆している。
では、アクティプラーエングと算数的活動はど
のような関係にあるのかを考察してみることにす
る。このことに関して、溝上(2014)は、次のよう
に示唆している。
アクティブラーニングは、カリキュラムに
関連して授業での学習のあり方に関する学習
概念である。これに対して、学習パラダイム
は、パーとタグの示唆する「子ども中心の学
習Jr新しい学びを生み出すことJr数量や図
形の知識、数学的なアイデアは子どもによっ
て構成され、創造され、身に付くこと」を実
現する教授学習全般、および、それを取り巻
く制度、実践、環境等のあらゆる側面に言及
する概念である
溝上は、アクティブラーニングを学習パラダイ
ムの概念よりも狭義で、内包されると位置づけて
いる。位置づけすることも重要であるが、もっと
注目すべき重要なことは、アクティプラーニング
は、学習パラダイムを基礎にして、子どもが主体
的に学びを推進し続ける学習概念であると示唆し
ている点である。これを基本にして算数科の学習
のコアにする算獅句活動とアクティプラーニング
関係を考えると、本質的には算数的活動の質と関
係している。算数科のカリキュラムにおいて、算
数的活動は、算数科の教科指導の目標でもあり、
指導内容でもあり、指導方法でもある。このカリ
キュラムの実現に向けて、子どもが主体的に数量
や図形に取り組む算獅句活動にする必要がある。
そして、第獅句活動を通して子ども自らが新しい
学びを生み出し、数量や図形の知識、数学的なア
イデアを構成し、創造していくよう関係がある。
例えば、第5学年の多角形の内角の和の学習を
事例にしてアクティプラーニングと算数的活動の
関係、を言及してみたい。現行の算数科のカリキュ
ラム(2008)では、第5学年のこの内容に関する算数
的活動の事例として下記のように示されている。
第5学年
2 内容 【算数的活動]
エ 三角形の3つの核の大きさの和が180度に
なることを帰納的に考え、説明する活動。四
角形の4つの角の和が部O度になることを帰
納的に考え、説明すること
アクティブラーニングが学習パラダイムを基
礎にして子どもが主嗣句に学びをすすめ続ける
学習概念であることを前提にすると、「数種類の
三角形の内角の和を分度器で測定してその和を
求めるJr一点に角の和を集めるjなどが主要な
算蜘句活動であると考えられる。この算数的活
動をアクティプラーニングなものにするには、
一 朗 一
なんとしても三角形の内角の和を調べてみよう
とする関心・意欲を喚起することである。「三角
形の和が何度になるカ調べましょうJと教師が
発問して、子どもが積極的に三角形の内角の和
について調べ活動しても、アクティブラーエン
グが求める子どもの主体的な算数的活動になっ
ていない。
ム ふ
算数科のカリキュラム@∞8)では、三角形の内
角の和を帰納的に考えるように求めているが、子
ども自らに帰納的・演縄的に考えさせるアプロー
チが考えられる。それは、上配のように既知の三
角形の内角の和を取り上げて内角の和が180度に
なることを確認し、そこから発展的にどんな三角
形も内角の和が1却になるのか疑問を生成し、主
体的に子どもに一般的な三角形の内角の和を探究
させるのである。Bowell ~ Sutherland(l996) 
は、「アクティプラーニングの連続体Jという重要
な要素を述べ、「簡単な線題から複雑な課題へJを
提案している。このアプローチは、Bowell ~ 
Sutherlandの理論を実証・実現するストラテジー
となる。簡単な課題である既習の正三角形や三角
定規の三角形の内角の和を帰納的に調べて、三角
形の内角の和が180度であることを、ます、認知
する。これを認知した段階で、どんな三角形も内
角の和が180度になるかどうかを批判的に思考し、
疑問をもっ。そして、[どんな三角形も内角の和が
180度になるか調べてみようJという発展的課題
を生成し、帰納的に考えて、探究し続けようとす
る子ども主体のアクティプラーニングによる算数
的活動を実現することができると考える。
4 アクティプラーニングと省察
(1)算数的活動の振り返り
算数教育の中核的として位置づけられた算数的
活動には、主として次の3つの活動がある。
①プロックなどの具体物を使ったり、図にか
いたりするなどして、作業、体験、操作
(回lipulation)を通して数学的に考える
活動
②既習の知識・技能を活用して数学的に考え
る活動
③自分の考えを、根拠を基に筋道を立てて説
明し、伝え合う活動
特に、③は、グロ}ノ勺レ化の進展著しい変動の
社会にあっては、 21世紀型学力(2013)のコアとす
る思考カの育成の面から、特に、批判的思考力
(critical thinking)や数学的コミュニケーシヨ
ンカを育成する上で不可欠な活動である。同時に、
算数科の授業を通して、他者に関わり、協働する
力等の社会人基礎カなどの社会性をはぐくむ観点
から、ますます充実が求められる算掛り活動でも
ある。
知識の定着を表すラーニングヒ・ラミッドとして
下記のものが紹介されている。ベア学習やグルー
プ学習を取り込んだ学び合い学習にすれば、知識
の習得がよくなるという主張が多い。
出JIl， NrL (National Training Laboratories 
Insti tute) 
算数科の学習でも、算数的活動の③の「自分の
考えを、根拠を基に筋道を立てて説明し、伝え合
う活動Jを重視した取り組みが求められている。
問題は、批判的思考力に基づく省察が欠如し、学
び合いが目的になっているベア学習もグループ学
習も少なくない。表層的な学習形態に目を奪われ
た学び合いでは、パ『とタグが重要と指摘する「新
しい数量や図形の学びを生み出すJr数量や図形の
知識、数判句なアイデアは創造的に機成するJが
生成されない算数の授業になっている。
(2)掛滑j的思考カに基づく省察
Fink(2∞3)は、アクティプラーニνグでは、「意
義ある学習経験Jと「その省察」が重要であると
提言している。意義ある学習経験とは、算獅句活
動でいうところの「プロックなどの具体物を使っ
たり図にかいたりするなどの作業的・体験的・操
作的活動回nipulation)を通して数学的に考え
る活動Jや「既習の知識・技能を活用して数学的
に考える活動Jのことである。省察は、意義ある
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算数的活動を通して構成した自分の考えを振り返
って、「根拠を基に筋道を立てて説明し、伝え合う
活動Jである。特筆すべきことは、 Finkが省察を
重視し、経験からの学びを省察することは「学び
方を学ぶ、学ひ鞭ける方法を知ることだJと言っ
ている点である。省察を通して自らの経験から学
ぶスキルを獲得できれば、子どもは能動的に自ら
学て刈売けることができると指摘しているのである。
例えば、第5学年で四角形の内角の和を演線的に
思考し、説明する場合で考えてみたい。四角形の
内角の課題を見付けるに当たって、既知の正三角
形や三角定規の内角の和を基に見当付けをした経
験を生かし、既知の長方形や正方形からどんな四
角形の内角の和も360度であることを調べる主体
的なアクティプラーニングを期待することができ
七三
ロ度
学び方を生かして学ぶ
口亡コ
360度 -・
口
口度
では、自分の考えを省察する行為と自分の考え
を批判的に思考することとは、どのような関係が
あるのであろうヵ、デューイは無批判的な思考態
度を批判して省察する活動の重要性を提言してし、
る。算数科の授業の現状として、自分の考えを発
表しても、質問・意見・異論・反論もなく、安易
に合意形成が行われる授業がある。省察の原動力
は、批判的思考力である。エニスは、批判的思考
カを「陳述の正し評価Jr信じるべきこと、なすべ
きことを決定することに焦点化した反省的合理的
思考Jと定義している。算数科の授業で言えば、
三角形の内角の和が180度になると情報を無批判
的に受け入れるのではなく、自分の考えを含めて、
説明する考えの根拠の真偽性、妥当性、論理の整
合性を多角的・分析的に思考することが重要であ
ることを示唆している。
5 結悟ー算数教育のアクティブラーエングに
向けて}
現行の算数科の学習は算数的活動をコアにし
て行われている。算数的活動 ωathematical
Activity}とは、子どもの主榊怜数量や図形に
関わる主体的な活動であると定義されている。し
かしながら、全国学力学習状況調査(2015)をみる
限りカリキュラム通りの算数授業は実現の道半ぼ
である。算数への関心・意欲は依然として課題が
あり、根拠をもって自分の考えを構成し、説明す
ることも課題がみられる。また、 21世紀型学力で
は思考カ重視の方向を打ち出しているが、誤りを
指摘して、正しい求め方を記産することも苦手な
実態が判明していて、批判的思考力、論理的思考
力をはぐくむことに課題がみられる。
アクティプラ}ニングに基づく算数的活動を核
にした授業改善では、生成された考えを安易に無
批判的に受け入れることをやめたい。そして、思
考を期撤するつまずきゃ棋答も取り上げて、根拠
や妥当性、倫理の整合性を明確にして、新しい学
びを主僻句、協働的に反省白根業を構成すること
が重要であると考える。
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